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浅く埋設された
幹線の水位を低下

第二桃園川幹線既存幹線と50ミリ
対策幹線により、
1時間50ミリ降雨に対応

　　　　食品の配送を通じて、家庭の見守りや困り
ごとの把握により、必要な支援のきっかけにもなり
孤立の防止にもつながる。地域・民間団体・区の三者
一体となったきめ細やかな取組みを始めてはどうか。
　　　　地域の子育て支援や見守り支え合いに
ついては、地域や民間団体と区が協同することは
非常に大切と考えている。新たな子育てサービスの
展開を行う際は、その視点を大切に検討していく。
　　　　いじめ・なやみごと相談にＬＩＮＥ等を導入
してはどうか。
　　　　今後は東京都や既に取り組んでいる自治体
の実績や課題を参考に検討していく。
　　　　Ｕ１８プラザ中央が閉館になり、跡地に民設
民営による仲町保育園新園舎が計画されているが、
区立保育園の民営化を取りやめるのか。
　　　　現在進められている個別の計画の見直しに
より、職員の採用や財政負担など区の後年度負担
や様々な影響が想定されることから慎重に検討すべき
と認識している。

その内容は、大きく二つに分かれています。
一つは、同居して共同生活を行うことを約束した同性パートナー
が、パートナーシップにあることを宣誓し、宣誓書等を提出した
場合、受領証を交付するという宣誓受領方式です。
一方は、公正証書などの裏付け資料の確認までを要件として
パートナーシップ証明を交付する方式です。
対象者の要件は、宣誓をすることができるのは、次のすべてに
該当する方となります。
（１）宣誓を行う当日に２０歳以上であること。
（２）住所について、次のいずれかに該当すること。
　①いずれも区内に住所を有している。
　②一方が区内に住所を有し、他の一方が区内に転入を予定している。
　③いずれも区内に転入を予定している。
（３）配偶者がいないこと。
（４）宣誓の相手方当事者以外の者とのパートナーシップがないこと。
（５）宣誓の当事者同士が近親者でないこと。

宣誓の方法は、パートナーシップの宣誓は、宣誓書に必要事項を
自ら記入し、次の書面を添えて提出のうえ行うことを基本となります。
（１）確認書：対象者の要件等について二人で確認のうえ自署した書面
（２）住民票謄本。区内への転入を予定している場合は、その     
　　事実が確認できる書面
（３）戸籍個人事項証明（戸籍抄本）
※宣誓に際しては、本人であることを確認するための書面の提示を求める。

公正証書等の受領証の交付
宣誓しようとする方または宣誓をした方が希望する場合は、確
認書に次の書面を添えて提出することができ、区はこれらの書
面に係る受領証を交付します。
（１）二人のパートナーシップについて明記された合意契約公正証書
　　または公証人の認証を得た書面
（２）療養看護に係る委任について明記された合意契約公正証書
　　または公証人の認証を得た書面
（３）任意後見契約公正証書
（４）財産管理などの委任について明記され、公証人の認証を得た書面

　　　　パートナーシップ制度を今後、どう実施して
いくのか。
　　　　８月からの実施に向けて準備を進めており、
実施について報告していく。
　　　　同制度をユニバーサルデザイン推進計画
にどう位置づけるのか。
　　　　検討中であり、パートナーシップ宣誓など
ＬＧＢＴの方への理解促進等の取組については、計画
のなかに位置づけていく。
　　　　ユニバーサルデザイン推進のための普及
啓発冊子・職員向けガイドラインはどう進めていくのか。
　　　　来年３月に完成を予定している。
　　　　東京２０２０オリンピック・パラリンピックなど
に向けて、おもてなしの観点からＬＧＢＴ支援ガイド
ブックを作成してはどうか。
　　　　区民向け普及啓発冊子のなかで、ＬＧＢＴへの
理解促進の視点を盛り込んでいく。

１）中野駅周辺のまちづくりについて
　◆大規模開発について
　◆中野駅整備について
　◆新サンプラザにいついて

2）地域支えあい、
　地域包括ケアシステムについて
　◆地域包括ケアシステムの考え方について
　◆子育て版地域包括ケアシステム構築と
　　取り組みについて

3）子育て支援について
　子育て安心No1！の中野を実現
　◆保育園の待機児童ゼロ推進と3歳児までの
　　自宅での支援（子育て応援券）について
　◆中野区版子ども宅食サービス事業について
　◆区立小中学校全児童生徒への一人一台の
　　タブレット端末支給と活用について
　◆いじめ・悩み事相談にＳＮＳ（LINEアプリ）の
　　導入について
　◆障害児も安心して通える保育と教育の充実
　　について
　◆子どもたちの居場所と地域のコミュニティの
　　場として児童館を創出について

4）その他
　1.防災対策・基本構想の理念、基礎自治
　2.「同性パートナーシップ制度について」
　◆パートーシップ制度の施行に向けて意見
　　交換会を経て今後の推進計画について
　◆普及啓発冊子、職員向けガイドラインの
　　推進について　　
　◆オリパラに向けて観光・おもてなしの視点で
　　ＬＧＢＴ支援ガイドブック作成について

質疑項目
１．区長の
施政方針説明について
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　　　　新区長の区政運営上、重要と思われる根幹理念
とは何か。
　　　　子育て第一の地域社会の構築、地域包括ケア
システムの構築など、活力ある安全・安心のまちづくりなど
の取り組みにより、将来にわたって安心して暮らし続けて
いける中野のまちをつくっていくことである。
　　　　国連の打ち出した「ＳＤＧｓ(エスディージーズ）」は、
持続可能な支え合う社会を築くための目標である。基礎的
自治体としてＳＤＧｓに基づく施策推進に対する考えは。
　　　　国では「ＳＤＧｓ推進本部」が設置され、ビジョンが
掲げられている。これを参考としながら、区の取り組みを
進めていきたい。

新区長の施政方針を問う質問
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　　　　公約の「大規模開発は、まちの将来ビジョンを
踏まえて」とは何を指しているのか。
　　　　中野区全域の都市計画の考え方である「中野区
都市計画マスタープラン」や地区毎に策定しているまち
づくりの方針などに描かれた将来像のことを指している。

中野駅周辺のまちづくりについて
小林ぜ

新区長

　　　　持続可能な社会を構築するための「地域包括
ケアシステムの理念」とは。
　　　　区民及び関係団体と区が共通理解し、互いに
連携しながら「安心して地域で暮らし続けられるまち」を
実現することである。

地域包括ケアシステムを問う

◆中野区同性パートナーシップ制度
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子育て支援を問う
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中野区同性パートナーシップ制度について

小林ぜんいちが具体的に求めてきました「同性パートナーシップ制度」について、
中野区では平成３０年８月２０日から「中野区パートナーシップ宣誓」を受け付けることになりました。
全国的に見ても８番目（都内で３番目）の制度です。
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◆中央１・２丁目水害対策が始まる
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１時間当たりにすると８０ミリを超えるゲリラ豪雨で、
中央１丁目、２丁目大久保通りでは床上浸水の被害
が出ていました。
そこで小林ぜんいちは高倉良生都議会議員と連携を
取り、東京都の水害対策用の新しい貯留管が整備され
たばかりの中野区内の大久保通り沿いで、浸水被害が
発生した問題を取り上げ、応急的な対応策の取り組みを
求めてきました。
下水道局はこの度、抜本策として直径4.25ｍ、約3ｋｍの
「第２桃園川幹線」整備工事を、平成３６年以降の完成に
向け開始しました。
桃園川にふたをかけて下水道幹線として利用している
「桃園川幹線」の下部に新たに整備する下水道幹線です。
なお、中央１丁目塔の山小学校東側に工事ヤードが
設けられます。

大雨時に浅く埋設された幹線の水位が上昇すると雨水が
逆流⇨地盤の低い箇所で浸水被害が発生。

新たな幹線を整備し、既存の調整池の活用などにより、
1時間50mmを超える降雨に対し浸水被害を軽減。

特殊詐欺の被害が後を絶ちません

特殊詐欺の被害が後を絶ちません

８月に入り、中野区で「中野区役所」を騙り「医療費の
還付があります」などのウソ電話が多発しています。
ご注意ください。
また、最近「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」
などの不審なはがきや封書などが配送されています。
【内容は】架空の利用料金に対し、その支払いについて
民事訴訟を起こします訴訟を取り下げたければ連絡して
くださいという内容です。騙されて案内にある連絡先へ
問い合わせをすると利用料の請求【架空請求です！！】
や高額な訴訟取り下げ費用などを請求されます。

書面はかなり巧妙に作成されています、不安な場合は
書面にある関係機関や問い合わせ先電話番号ではなく、
公共機関等に問い合わせましましょう。
これらの手口は、ほんの一例です。相手から掛かって
きた電話で「還付金の返還」「カードを預かる」などの
話が出たら、一旦電話を切り、関係機関など【相手に
言われた電話番号以外】に確認をしましょう。
一人で解決しようとせず、ご家族や親類、ご近所の方、
警察署などに相談しましょう。
被害に遭わないよう少しでも怪しいと思ったらすぐ１１０番
通報しましょう！

＜イメージ図：東京都下水道局資料より＞


